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■
む

″ち
っ
ご
無
り
々
に
ぎ
わ
う

ア
ミ
笠
に
そ
ろ
い
の
浴
衣
の
三
味
線

隊
に
ま
じ
っ
て
、
ゴ
ジ
ラ
も
登
場
―
。

十
四
日
の
ち
っ
ご
祭
り
は
駅
前
大
通
り

を
中
心
に
パ
レ
ー
ド

・
市
民
お
ど
り
な

ど
多
彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
街

は
祭
り

一
色
に
な
っ
た
。

■

こ
　
よ
　
み

■

１
日
　
赤

い
羽
根
共

同
募
金

は
じ
ま
る

５
日
　

筑
後
市

文
化
振
興
事
業
第

■
回

例
会

。
文
化
庁
移
動
芸
術
祭

公

演

「
欲
望

と

い
う
名

の
電
車
」

農
業
委
員
会

８
口
　
水
洗
校
区
献

血

大

正
院
顕

し

ょ
う
祭

１０
日
　

体
育

の
日
　

□
市
民
体
育
祭

市
民
弓
道
大
会

Ｈ
日
　
古

川
校
区
献
血

・２
日
　

農
業

ま

つ
り

・５
日
　

戦
没
者
追
悼
式

・７
日
　

益

田
素
平
翁
彰
徳
祭

２５
日
　

水

田
天
満
宮
神
幸
祭

市

民
文
化
祭

は

じ
ま

る

〔定
例
講
座

・
学
級
〕
み

の
り

の
大
学

（
２．
日
）、
保
健
福
祉
学

級

（
１４
日
）

〔相
談
〕
心
配
ご

と
相
談

・
交
通
事

故

相

談

（
３

・
・７

・
２４

，
３．
日
）、
消
費
生

活
相
談

・
人
権
相
談

・
行
政
相
談

（
１６

日
）、
老

人
健
康
相
談

（
２

・
４

・
９

・

Ｈ

。
・６

。
・８

・
２３

・
３０
日
）

今

月

の
税
　
市

〔県
〕
民
税
　
第

３
期

筑 後 市 の シ ンボ ル

市の木 クス ノキ

市の花 サ ザ ンカ

□印刷 ヒ ガ ン F口 届」社   毎月 1日 発行

□発行 福岡県筑後市役所  編集 企画課  でんわ (代)53-4111



広 報 ち く ご昭和 60年 10月 1日  378号

―昭和61年 4月 1日 一

年 金 制 度 が か わ ります

新
し
い
制
度
で
は
、
自
営
業
者
な
ど

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
厚
生
年
金
な
ど
の

加
入
者
や
、
そ
の
奥
さ
ん
な
ど
の
配
偶

者
の
方
も
、
全
員
、
国
民
年
金
へ
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
公
務
員
な
ど
の
共
済
年

金
加
入
者
や
、
そ
の
配
偶
者
の
方
に
つ

い
て
も
、
国
民
年
金
加
入
の
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
制
度
に
な
り
ま
す
と
、
日
本

に
住
ん
で
い
る

一
人

一
人
に
、
国
民
年

金
か
ら
基
礎
年
金
が
う
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も

自
分
名
義
の
基
礎
年
金
が
う
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で

婦
人
の
年
金
権
が
確
立
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
障
害
年
金
な
ど
の
改

善
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
、
人
生
八
十
年
時
代

で
す
。
今
回
の
改
正
は
、
二
十

一
世
紀
に
な
っ
て
も
、
年
金
が

老
後
の

″確
か
な
さ
さ
え
″
と

な
る
た
め
に
、
安
心
で
き
る
制

度
を
め
ざ
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

、 1//

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
来
年
の
四
月

一
日
か
ら
新
し
い
年
金
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
金
制
度
の
改
正
は
、
日
本
の
高
齢
化
社
会
が
二
十
一
世
紀
に
は
ビ

ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
現
行
制
度
の
ま
ま
で
は
年
金
を
受
け

る
人
と
納
め
る
人
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
納
め
る
人
に
大
き
な
負
担
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
世
代
間
で
助
け
合
っ
て
長
期
的
に
安
定
さ
せ

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
年
金
制
度
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
奥
さ
ん
も
国
民
年
金

加

入

対

象

者

は

任

意

加

入

者

は

①

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
農
林
漁

業
や
自
営
業
な
ど
の
方

②
厚
生
年
金

・
船
員
保
険
の
加
入
者

③

一
一十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

（②
の
扶
養
家
族
）

で
す
。

①
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
方

②
外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
未
満
の
日
本
人

③
二
十
歳
以
上
の
学
生

④
六
十
歳
未
満
の
老
齢

・
退
職
年
金
を

う
け
て
い
る
方
で
す
。

国
民
年
金
は
共
通
の
基
礎
年
金
を
給
付

国
民
年
金
は
、

自
営
業
な
ど
の

方
だ
け
で
な
く
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
、
そ
の
奥
さ

ん
に
も
共
通
す

る
基
礎
年
金
が

う
け
ら
れ
る
制

度
に
な
り
ま
す
。

な
る
、
厚
生

年
金
な
ど
職
場

の
年
金
制
度
の

加
入
期
間
が
あ

る
方
に
は
基
礎

年
金
に
あ
わ
せ

て
厚
生
年
金
な

ど
か
ら
、
報
酬

比
例
の
年
金
が

上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

サラリーマン OL
サラリーマン

の奥さん 自営業の人

Ｆ

て

し

ヽ

基 金 月 5万円

(2)



昭和60年 10月 1日  378号広 報 ち く ご

基
礎
年
金

は

三
種

類

国
民
年
金
の
基
礎
年
金
は

・
老
齢
基
礎
年
金

。
障
害
基
礎
年
金

・
遺
族
基
礎
年
金

の
三
種
類
で
す
。
な
お
、
二
つ
以
上

の
年
金
を
満
た
し
た
方
に
は
、
そ
の
方

が
選
択
す
る

一
つ
の
年
金
を
う
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老

齢

基

礎

年

金

昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
で
六
十
歳

未
満
の
方

（大
正
十
五
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）
が
、
二
十
五
年
以

上
保
険
料
を
納
め
、
六
十

五
歳
に
な
っ
た
と
き
支
給

さ
れ
る
年
金
で
す
。

な
る
、
繰
上
げ
、
繰
下

げ
支
給
は
、
そ
の
ま
ま
認

め
ら
れ
ま
す
か
ら
希
望
さ

れ
る
と
き
に
う
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

年
金
額
（５９
年
度
価
格
）

月
額
五
万
円

こ
の
額
は
、
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年

間
、
保
険
料
を
納
め
た
方

の
場
合
で
す
。

も
し
、
保
険
料
の
未
納

期
間
が
あ
り
ま
す
と
、
減

額
さ
れ
ま
す
。

昭
和
脩
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
の
特
例

国
民
年
金
が
始
ま
っ
た
昭
和
三
十
六

年
四
月

一
日
に
お
い
て
、
す
で
に
二
十

歳
以
上
の
方
は
、
六
十
歳
ま
で
に
四
十

年
の
期
間
が
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
方
の
場
合
に
も
、
昭
和

三
十
六
年
四
月
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
問

（
こ
の
期
間
を
加
入
可
能
年
数
と
い
い

ま
す
。
）す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て
あ
れ

ば
、
月
額
五
万
円
の
年
金
が
う
け
ら
れ

ま
す
。

未
満
の
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
い
る

と
き
は
、
二
人
目
ま
で
各

一
万
五
千
円

二
人
目
か
ら
は

一
人
に
つ
き
五
千
円

（

い
ず
れ
も
月
額
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
障
害
福
祉
年
金
を
う

け
て
い
る
方
も
、
昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
以
降
も
、
障
害
等
級
表
に
定
め
る

障
害
の
あ
る
と
き
は
障
害
基
礎
年
金
が

う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

遺

族

基

礎

年

金

違
族
基
礎
年
金
は
、
加
入
者
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
を
う
け
る
資
格
の
あ
る

方
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
十
八
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
の
い
る
妻
、
ま
た
は
、
そ

の
お
子
さ
ん
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
死
亡
さ
れ
た
方
の
保
険
料

未
納
期
間
が
三
分
の
一
以
下
の
と
き
に

限
り
ま
す
。

年
金
額

（５９
年
度
価
格
）

月
額
　
五
万
円

こ
の
ほ
か
、
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合

は
、
障
害
基
礎
年
金
の
加
算
額
と
同
じ

計
算
で
加
算
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
独
自
給
付

寡
婦
年
金
、
付
加
年
金
、
死
亡

一
時

金
は
、
国
民
年
金
の
独
自
給
付
と
し
て

残
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
寡
婦
年
金
は
、
夫
の
う
け

ら
れ
る
年
金
額
の
三
分
の
一
か
ら
四
分

の
三
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

死
亡

一
時
金
も
、
加
入
期
間
に
よ
っ

て
十
万
円
以
上
二
十
万
円
に
引
き
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
の
改
善

新
制
度
で
は
、
年
金
額
の
ほ
か
、
加

算
額
も
四
月
か
ら
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
さ

れ
ま
す
。

障

害

基

礎

年

金

障
害
基
礎
年
金
は
、
加
入
者
が
障
害

等
級
表
に
定
め
る
障
害
者
に
な
り
、
初

診
日
前
の
保
険
料
未
納
期
間
が
三
分
の

一
以
下
の
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
二
十
歳
前
の
障
害
者
も
障
害

基
礎
年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
額

（５９
年
度
価
格
）

一
級
　
月
額
六
万
三
十
五
百
円

二
級
　
月
額
五
万
円

加

算

額

の

新

設

障
害
基
礎
年
金
を
う
け
る
方
に
十
八

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
、
ま
た
は
二
十
歳

投40年

60万円×(矯付捨月数)十 (貧畠褒|)×き

老齢基礎年金額の計算方法

(昭和59年度価格 )

加入可能年数×12

腑
三原貝町

①加入してます全員で/

②完納してます保険料/

③相談してます疑問点/

あなたを守る国民年金

(3)
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１

６
月
定
例
市
議
会
―

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定日
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定田
道
路
、
水
面
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る

土
地
の
占
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

日
専
決
処
分
の
承
認

（昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

■
専
決
処
分
の
承
認

（昭
和
六
十
年
度

水
道
会
計
事
業
会
計
補
正
予
算
）

田
昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

口
昭
和
五
十
九
年
度
公
営
企
業
会
計
決

算
の
承
認

田
市
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

田
市
道
路
線
の
認
定

田
農
作
物
共
済
特
別
積
立
金
の
取
崩
し

に
つ
い
て

田
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定

Ｂ
昭
和
六
十
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

14

議

案

を

可

決

行
革
推
進
条
例
な
ど

第
十
回
市
議
会

（定
例
会
）
が
、
九

月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
は
、

「健
や
か
な
心

と
身
体
を
育
て
、
生
き
が
い
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
市
民
の
健
康
増

進
の
た
め
の

「健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
と
、
行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の

「行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を
新
た
に

設
け
る
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
や
、
昭
和
四
十
七
年
度

に
昭
和
六
十
年
を
目
標
に
策
定
さ
れ
た

第

一
次
基
本
構
想
計
画
を
見
直
し
、
昭

和
七
十
年
を
目
標
に
し
た
新
し
い
市
の

行
政
指
針
を
策
定
す
る
た
め
の
総
合
計

画
基
本
構
想
の
策
定
な
ど
十
五
議
案
が

審
議
さ
れ
、
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策

定
に
つ
い
て
の
み
継
続
審
議
。
他
の
十

四
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
ほ
か
、
意
見
書
案
四
件
な
ど

も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

日
公
民
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定

■
郷
土
資
料
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

▽

人

事

異

動

△

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

長

（
税
務

課
徴
収
係
長

）
矢
加
部
貞
幸

人
事

課
秘
書
係

長

（
福
祉
事
務
所
庶

務
係
長

）
中
島

一
明

福
祉
事

務
所
庶
務
係

長

（
市
立
病
院

医
事

係
長

）
下

川
剛

税
務
課
市

民
税
係

長

（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
長

）
山

口
三
夫

市
で
は
、
十
月

一
日
付
で
係
長
以

下
三
十
六
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま

し
た
。

係
長
以
上
を
掲
載
。
カ
ッ
コ
内
は

前
職
名
で
す
。

〔配
置
換
〕

國
係
長
職
＝
税
務
課
徴
収
係
長

（人
事

課
秘
書
係
長
）
緒
方
正
典

市
立
病
院
医
事
係
長

（市
民
課
市
民
係

長
）
松
尾
千
春

市
民
課
市
民
係
長

（税
務
課
市
民
税
係

長
）
中
村
真

一

行
政
に
対
し
て

苦
情
・要
望
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か

十
月
十

二
日
か
ら
十
九

日
ま

で
の

一
週
間
は

″行
政
相
談
週
間

″
で
す
。

こ
の
週
間
中

の
行
事

と
し

て
、
次

の
と
お
り
合
同
行
政
相

談
所

（
人
権

相
談

と
合

同

）
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会

に
、
行
政

に
対
す

る
苦

情
、
要
望
な
ど
を
申

し
出

て
み
ま

せ

ん
か
。

④
と
き
　
十
月
十
六
日

（
水

）
午
前

九
時

か
ら
午
後

三
時

ま

で

観
と

こ
ろ
　
勤

労
婦

人

セ

ン
タ
ー

醒
相
談

の
内
容
　
①

交

通
信
号
機

、

道
路
標
識
、
公
害
　
②

不
動
産
登
記
、

商
業
登
記
、
戸
籍
　
・③

道
路
、
河

川

都
市

計
画
、
公
営
住
宅
　
・①

生
活
保

護
、
年
金

、
児
童
福
祉
、
老

人
福
祉
、

環
境
衛
生
　
・⑤

消
費
者

保
護
、
中

小

企
業
　
⑥

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、

職
業
安
全
、
労
働
基
準
　
・⑦

郵
便
物

集
配
、
貯
金

、
簡
易
保
険
、
電
信

・

電
話
　
③

農
地
転

用
、
土
地
改
良

、

農
業

用
施
設
な

ど

園
行
政
相
談
委
員
　
中
村

清
実
さ
ん

（上
原

々
区
、
電
話
＝
自
宅
五

二

‐

四
四

三
二
）

相
談
費

用
は
無
料

で
す
。
も
ち
ろ

ん
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽

に
ご

相
談
く
だ

さ

い
。

（
自
宅

で
も
相
談

を

受
け

て

い
ま
す
υ

行
政
相
談
制
度

の
お
問

い
合

わ

せ

は
、
企
画
課

（
電

五
三

‐
四

一
一
一
）

ま
た
は
九
州
管
区
行
政

監
察
局

（
電

冤

〒

窒

下
七
〇

人

一
）
ま

で
。

育

成

ご
　

利

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は

自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
亡
く
な
っ

た
り
、
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
っ
た

お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
、

そ
の
交
通
追
児
の
育
成
資
金
を
、
次

の
と
お
り
貸
付
け
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

鰻
貸
付
対
象
者
　
零
歳
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
本
人

（申
し

込
み
は
、
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者
）

⑬
貸
付
金
額
　
は
じ
め
に
一
時
金
十

二
万
九
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎
月

一

万
五
千
円
、
小
中
学
校
入
学
時
に
入

学
支
度
金
三
万
五
千
円

鰻
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
か
ら
中
学

校
卒
業
の
月
ま
で

麗
利
子
　
無
利
子

⑮
返
還
方
法
　
一
一十
年
以
内
の
均
等

払
い
、
中
学
卒
業
後

一
年
据
え
置
い

て
返
還

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
１
３
全
‐
蜜
Ｔ
七
七
五

一
）
へ
。

資
用

金

を の

(4)
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Oし

〔ケ
ー
ス
①
〕
　
わ
た
し
は
今
年
二
月

に
退
職
し
、
退
職
金
か
ら
市
民
税
を
天

引
き
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
月
に
も
市
民

税
の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
六
月
に
も
ま
た
、
市
民
税

の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
重
課
税
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
納
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
教
え
て

く
だ
さ
い
。

退
職
さ
れ
た
人
が
受
け
た
退
職
所
得

（退
職
金
）
に
対
す
る
市
民
税
は
、
遅

職
手
当
が
支
払
わ
れ
る
際
に
天
引
き
さ

れ
、
そ
の
支
払
者

（雇
主
＝
特
別
徴
収

義
務
者
）
を
通
じ
て
市
に
納
め
ら
れ
ま

す
が
、
退
職
所
得
以
外
の
所
得

（給
与

な
ど
）
に
対
す
る
市
民
税
は
、
前
年
の

所
得

（五
十
八
年
中
の
所
得
）
に
課
税

さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
二
十
九
年
六
月
か
ら
翌

年
五
月
ま
で
の
毎
月
、
給
料
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
二
月
に
退
職
さ

れ
た
た
め
、
四
月
と
五
月
に
納
め
る
税

額
が
残

っ
て
い
た
分
の
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（翌
年

一
月
以
降
に
退
職
さ
れ
た
場
合

は
、　
一
括
納
入
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
υ

ま
た
、
六
月
に
送
ら
れ
て
き
た
納
税

通
知
書
は
、
前
述
し
た
と
お
り
前
年
の

所
得
に
課
税
さ
れ
る
し
く
み
で
す
か
ら

あ
な
た
の
場
合
、
退
職
さ
れ
た
前
年
の

所
得
、
つ
ま
り
五
十
九
年
中
の
給
与
な

ど
に
対
す
る
市
民
税
の
納
税
通
知
書
が

送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
二
十
八
年
中
の

所
得

（五
十
九
年
課
税
）
と
二
十
九
年

中
の
所
得

（六
十
年
課
税
）
の
市
民
税

の
納
税
通
知
書
が
五
月
と
六
月
に
送
ら

れ
た
も
の
で
、
二
重
課
税
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

税 金カ
ギ
か
け
は

家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

十
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
、
「秋
の
全
国
防
犯
運
動
」
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち

一
人

一
人
が
こ
の
運
動

に
積
極
的
に
参
加
、
協
力
し
て
、
盗
犯

な
ど
を
防
ぎ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
発
生
し
た
窃
盗
犯
は
、
今
年

一
月
か
ら
八
月
ま
で
に
百
七
十
七
作
で

す
。
こ
の
う
ち
家
人
な
ど
に
見
つ
か
る

と
強
盗
や
殺
傷
事
件
に
発
展
す
る
空
き

巣
ね
ら
い
、
忍
び
込
み
が
四
五
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。

田
お
出
か
け
前
と
お
や
す
み
前
は
も
う

一
度
戸
締
り
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

日
不
審
な
人
を
見
か
け
た
と
き
は
、　
一

声
か
け
る
か
警
察
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
つ
。

日
健
全
な
青
少
年
育
成
の
た
め
、
俗
悪

１

１０
月
＝
日
～
２０
日

秋
の
全
国
防
犯
運
動
―

な
図
書
な
ど
は

「売
ら
な
い
。
買
わ
な

い
。
与
え
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
非
行
化
や
転
落
の
温
床
と
な
る
場
所

に
出
入
り
さ
せ
な
い
よ
う
、
家
族
で
話

し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

回
　
答

旅
行
相
談
所
を
新
設

―
国
鉄
羽
犬
塚
駅
―

国
鉄
羽
犬
塚
駅
で
は
、
皆
さ
ん
に

よ
り
よ
い
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
撤
行
相
談
所
を

新
設
し
ま
し
た
。

旅
行
相
談
の
ほ
か
、
電
話

．
本
で

指
定
券
の
予
約
、
配
達
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
九
月
二
十
五
日
か

ら
、
好
評
の
フ
ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
リ

ー
ン
パ
ス
の
発
売
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

と
企
画
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
旅
行
相
談
所

（電
五
二

‐
二
〇
三
二
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

″ミ
ス
ち
く
ご
″を
募
集

１
１１
月
３
日

商
工
ま
つ
り
―

十

一
月
二
日
、
四
口
に
行
わ
れ
る

筑
後
商
工
祭
り
″お
も
し
ろ
か
っ
祭
″

で

「ミ
ス
ち
く
ご
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
商
工
会
議
所
青
年
部

会
で
は
、
次
の
と
お
り
出
場
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ミ
ス
ち
く
ご
に
挑

戦
し
、
グ
ァ
ム
島
へ
行
き
ま
せ
ん
か
。

畷
審
査
口
　
十

一
月
二
日

（日
）

⑮
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

⑬
応
募
資
格
　
市
内
に
住
む
か
、
勤

め
て
い
る
方
で
満
十
六
歳
以
上

（高

校
生
を
除
く
）
の
未
婚
の
女
性

圃
応
募
方
法
　
申
込
書

（商
工
会
議

所
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
写
真

一
枚
を
添
え
て
商
工
会
議

所
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

畷
締
め
切
リ
　
ト
月
十
九
日

（土
）

鰻
表
彰
　
卜ヽヽ
ス
ち
く
ご

一
人
、
準
ミ

ス
ち
く
ご
一
一人

（計
二
人
）
に
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
副
賞
は
グ
ァ
ム
島
へ
招
待

‐
ｉ羊
し
く
は
、
商
Ｉ
会
議
所
青
年
部

（電
丘
―
‐
ｉ

一
二
一
）
ま
で
。

切

手

パ

ネ

ル

展

筑
後
郵
使
―‐‐，
が
溶
成

．
同
年
を
記

念
し
て
、
次
の
と
お
り
切
手
パ
ネ
ル

展
を
開
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

醒
と
き
　
十
月
十
四
日
～
二
十
日

観
と
こ
ろ
　
一現
後
郵
便
局
ｉ
階
会
議

室
切
手
パ
ネ
ル
展
の
ほ
か
、
特
殊
切

手
の
再
販
売
、
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金

箱
展
も
行
い
ま
す
。

青

年

の

主

張

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
第
二
十
二
回
青
年

の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者

を
募
集
ｔ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
十
月
十
八
日
ま
で
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

（電
〇
九
二
十

七
七

一
‐
一
一
二
一
）
ま
で
。

嘲

NHK
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検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う

世
界

一
長
寿
国

に
ふ
さ
わ
し
く
、

心
身

と
も

に
健
康

で
長
生
き
す

る

こ
と
が

わ
た
し
た
ち

の
願

い
で
す
。
現
在

三
大

成

人
病

（
①

ガ

ン
、
②

心
臓
病

、
③

脳

卒
中

）
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
死
亡
者

全
体

の
三
分

の
二
を
占

め

て

い
ま
す
。

三
大

成
人
病

は
、
無
自
党

の
う
ち

に
徐

々
に
慢
性

に
進
行

し

て

い
き
ま
す

の
で
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大

切
で
す
。

四
十
歳

以
Ｉ

の
働
き
盛

り

の
皆

さ
ん
、
健
康

に
自
信
が
あ

り
ま
す

か
。
そ
ろ

そ
ろ
健
康

に
不
安
を
感

じ
ら
れ

る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
健
康

に
自
信
を

も

っ
て

い

る
方

で
も
、
健
康
を
確
認
す

る
た
め

に
も

一
年

に

一
回
は

必
ず
検
診
を
う
け
ま

し

よ
】，
ｏ

一
般
検
診

（問
診
、
血
圧
測
定
、
身

体
測
定
、
尿
検
査
、
診
療
な
ど
）
で
異

常
が
見
つ
か
る
と
精
密
検
診

（心
電
図

眼
底
検
査
、
各
種
血
液
検
査
な
ど
）
を

う
け
ま
す
。

今
年
度
の
精
密
検
査
は
、
医
師
会
と

話
し
合

っ
て
肝
機
能
検
査
を
二
項
目
か

ら
十
項
目
に
増
や
し
、
新
た
に
腎
機
能

検
査
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
老
人
保
健
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
検
査
項
目
以
上
の
検
査
を
行
う
こ
と

に
な
り
、
八
女
地
区
で
一
番
充
実
し
た

検
診
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
南
地
区
の
四
十
歳
か
ら
六

十
九
歳
ま
で
の
方
全
員
に

″記
録
票
″

を
配
り
ま
す
の
で
、
こ
の
記
録
票
を
持

っ
て
病
院
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
は
北
地
区
で
、
三
〇
で

を
超
す
受
診
率
で
し
た
。
今
年
は
北
地

精

密

検

診

が

充

実

―

成
人

・
老
人
検
診

―

十
月

一
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
四
十

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
市
内
の
医
療

機
関
で
成
人

・
老
人
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
高
血
圧

・
心
臓
病

・
肝

臓
病

・
腎
臓
病

・
糖
尿
病

。
貧
血
な
ど

を
早
期
発
見
す
る
た
め
の
検
診
で
す
。

区
の
方
に
は
記
録
票
は
送
り
ま
せ
ん
が

昨
年
受
診
さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
受

診
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
記
録
票
は
、
病
院
の
窓
国

に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
直
接
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

一
般
検
診
は
全
員
無
料
で
す
が
、
精

密
検
診
が
必
要
な
方
は
六
百
円
が
必
要

で
す
。
生
活
保
護
世
帯
と
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
衛
生
課
で
無
料
券
を
発
行
し

ま
す
。
ま
た
、
七
十
歳
以
上
の
方
は
、

老
人
医
療
証
を
持
っ
て
い
け
ば
無
料
で

す
。増

え
続
け
る
申
し
込
み

―

胃
ガ
ン
検
診

―

胃
検
診
は
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
受
診
の
申
し
込
み
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い

な
い
四
十
歳
以
上
の
方
は
、
た
め
ら
わ

ず
衛
生
課

（電
五
三
十
四

一
一
一
）
ヘ

一
日
も
早
く
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

う

け

や
す

く

な

っ
た

子

宮

ガ

ン

検

診

病
院

で
受
診

す

る
施
設
検
診

が
十
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
だ

子
宮

ガ

ン
検
診
を
う
け

て

い
な

い
二
十
歳

以

上

の
女
性

の
方

で
希
望

さ
れ

る
方

は
、

衛
生
課

で
記
録
証

（
八
百
円
が

必
要

）

を
受
け
取

っ
て
、
そ

の
記
録
証
を
持

っ

て
受
診

し

て
く
だ

さ

い
。
健
康

に
自
信

が
あ

る
方

ほ
ど
、

こ
の
チ

ャ
ン
ス
を
利

用
し

て
受
診

し
ま
し

ょ
う
。

自
党
症
状
が
あ

る
方

は
検
診

に
関
係

な
く
す
ぐ

に
専
門
医

で
受
診

し

て
く
だ

さ

い
。

い
ず

れ
も
、
生
活
保
護
世
帯

、
非
課

税
世
帯

、
七
十
歳

以
上

の
方

は
無
料

で

す
。

胃ガン検診 日程

4日

8日

9日

11日

15日

16日

(女性のみ)

◎受診料

農協会館

900円

馬間田農協

市民会館横

施設検診

10月 1日 ～31日

熊谷産婦人科 (藤島)

内藤産婦人科 (和 泉東)

山生産婦人科 (上町)

筑後市立病院 (和泉西)

″
Ｂ

型

肝

炎

々

の

母
子
感
染
を
防
ご
う

Ｂ
型
肝
炎
の
母
子
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
妊
婦
の
健
康
診
査
と

一
緒
に
、

予
防
検
査
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

覇
対
象
者
　
昭
和
六
十

一
年

一
月

一

日
以
降
出
産
予
定
の
妊
婦

⑫
検
査
料
　
無
料
で
す

國
受
診
票
　
対
象
妊
婦
に
母
子
健
康

手
帳
交
付
の
と
き
に
渡
し
ま
す

國
病
院
な
ど
　
か
か
り
つ
け
の
産
婦

人
科
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
検
査
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
衛
生
課

（電
五
工
‐

四

一
一
一
）
ま
で
。

カ

ゼ

の

工

者

″イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
″

カ
ゼ
は
、
だ
れ
で
も
毎
年
何
回
か

経
験
す
る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気

で
す
。

カ
ゼ
の
な
か
で
、
最
も
激
し
い
症

状
を
起
こ
す
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
す
。
急
に
二
十
九
度
前
後
の
高
熱

が
出
て
、
寒
け

，
頭
痛

。
筋
肉
痛

・

腰
痛

。
だ
る
さ
な
ど
の
全
身
症
状
が

強
く
、
と
き
に
は
吐
き
け

。
下
痢
症

状
も
と
も
な
い
ま
す
。

(6)
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予
防
援
種
（臨
時
）

各
小
学
校
で

１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（流
感
）

１１
日
　
松
原
校
区
を
松
原
小
学
校
で

‐７
日
　
水
洗
校
区
を
水
洗
小
学
校
で

‐８
日
　
羽
犬
塚
校
区
を
羽
犬
塚
小
学
校

２３
日
　
古
島
校
区
を
古
島
小
学
校
で

筑
後
校
区
を
筑
後
小
学
校
で

２４
日
　
下
妻
校
区
を
下
妻
小
学
校
で

筑
後
北
校
区
を
筑
後
北
小
学
校

２５
日
　
水
田
校
区
を
水
田
小
学
校
で

二
川
校
区
を
二
川
小
学
校
で

２９
日
　
西
牟
田
校
区
を
西
牟
田
小
学
校

３‐
日
　
古
川
校
区
を
古
川
小
学
校
で

⑮
対
象
者
は
満
三
歳
以
上
の
希
望
者
で

す
。
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
は
無
料
で

す
が
、　
一
般
は
三
百
円
い
り
ま
す
。

二
回
目
を
十

一
月
に
実
施
し
ま
す
。

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

（定
期
）

保
健
セ
ン
タ
ー
で

１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
三
種
混
合

（ゾ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
ぜ

き
、
破
傷
風
）

‐６
日
　
猪現
後
、
羽
犬
塚
、
松
原
、
筑
後

北
校
区

３０
日
　
西
牟
田
、
古
川
、
水
田
、
水
洗

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

⑮
対
象
者
は
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
す
。　
一

期
は
二
歳
に
な
っ
て
か
ら
毎
月
続
け
て

三
回
し
ま
す
。
二
期
は

一
期
終
了
後
、

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回
し
ま
す
。

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と
き

は
、
七
十
二
カ
月
を
限
度
に
二
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
）
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
小
児
マ
ヒ

（ポ
リ
オ
）
生
ワ
ク
チ
ン

「
日
　
水
田
、
水
洗
、
下
妻
、
古
島
、

二
川
校
区

‐７
日
　
羽
犬
塚
、
古
川
、
西
牟
田
校
区

‐８
日
　
佑朔
後
、
筑
後
北
、
松
原
校
区

３‐
日
　
学削
記
の
指
定
日
に
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
乳
幼
児

國
対
象
者
は
生
後
三
カ
月
か
ら
十
八
カ

月
ま
で
の
乳
幼
児
。
六
カ
月
の
間
を
お

い
て
二
回
服
用
し
ま
す
。

病
気
な
ど
の
理
由
で
、
今
まヽ
で
服
用

で
き
な
か
っ
た
幼
児
も
、
四
十
八
カ
月

未
満
で
あ
れ
ば
服
用
で
き
ま
す
。

検

　

診

保
健
セ
ン
タ
ー
で

１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
乳
児

（四
カ
月
児
）
検
診

２２
日
　
６０
年
６
月
生
ま
れ
の
乳
児

身
長
、
体
重
測
定
の
ほ
か
、
内
科
医

と
整
形
外
科
医
の
検
診
が
あ
り
ま
す
。

■

一
歳
半
児
検
診

７
日
　
５９
年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児

問
診
、
体
重
、
身
長
測
定
の
ほ
か
、

歯
科
医
に
よ
る
歯
の
検
診
が
あ
り
ま
す
。

麻
し
ん

（は
し
か
）
の
予
防
接
種
の

問
診
票
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

健
康
相
談

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
年
後

一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
、
た
だ

し
休
館
日
は
休
み
で
す
。
四
十
歳
以
上

の
方
は
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
下
妻
、
富
安
健
康
相
談

８
日
　
下
妻
公
民
館
で

一
時
二
十
分
か

ら
二
時
二
十
分
ま
で
。
馬
田
重
敏
先

生
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

■
欠
塚
健
康
相
談

２‐
日
　
欠
塚
公
民
館
で
、　
一
時
二
十
分

か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
。
市
立
病
院

か
ら
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

身

近

な

薬

草

展

県
で
は
、
次
の
と
お
り
身
近
な
薬
草

展
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
を
。

国
と
き
　
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三

日
、
年
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

国
と
こ
ろ
　
福
岡
市
天
神
地
下
街
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー

国
内
容
　
①
身
近
な
薬
草
の
展
示

（薬

草
の
種
子
を
配
布
）
と
相
談
コ
ー
ナ
ー

の
開
設
　
②
家
庭
害
虫
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
の
開
設
　
③
党
せ
い
剤
渦
　
絶
減
ポ

ス
タ
ー
入
選
作
品
の
展
示

こ
の
ほ
か
、
家
庭
害
虫
の
鑑
定
も
行

い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
の
ゴ
ミ
を
少
量

持
参
く
だ
さ
い
。
そ
の
中
の
害
虫
駆
除

の
方
法
も
持
導
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
衛
生
課

（電
五
三
ｔ
四

一
一
一
）
ま
で
。

カ
ゼ
の
特
徴
で
あ
る
鼻
み
ず
や

。

の
ど
の
痛
み

。
せ
き

。
た
ん
な
ど
が

出
て
く
る
の
は
そ
の
後
の
こ
と
が
多

く
、
熱
は
三
～
四
日
続
き
ま
す
。

病
原
体
は
、
伝
染
力
の
強
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
で
、
こ
の
ウ

ィ
ル
ス
は
寒
さ
と
低
湿
度
に
適
応
し

ま
す
か
ら
冬
に
猛
威
を
ふ
る
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、　
一
週
間
ぐ

ら
い
で
回
復
し
ま
す
が
、
恐
い
の
は

合
併
症
で
す
。
肺
炎
や
気
管
支
炎
な

ど
を
併
発
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
す
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

特
に
か
ら
だ
が
弱
っ
て
い
る
と
き

や
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
、
お
年
寄

り
や
お
子
さ
ん
は
、
重
症
の
合
併
症

を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
必
ず
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
は
、
注
射
後
二
週
間
ぐ

ら
い
か
ら
六
カ
月
ぐ
ら
い
ま
で
予
防

効
果
が
続
き
ま
す
。

市
で
は
、
十
月
と
十

一
月
に
四
週

間
隔
で
二
回
、
皮
下
注
射
を
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
三
歳
以
上
で
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
上
段
の
予
防
接
種

（臨
時
）
会
場

（各
小
学
校
）
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
る
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
は

無
料
で
す
が
、　
一
般
の
方
は

一
回
三

百
円
が
必
要
で
す
。

赤
ち
や

ん
登
場

⑫

下川 憲一 ちゃん

(昭和60年 2月 21日 生)

下川章憲さん(31)、 佳子さん

(26)の長男。 〔馬間田北区〕

隣近所の人気者。毎日、お

ばあちゃんたちに遊んでもら

って楽しそう①「元気で素直

に育って欲しい」と佳子さん。

）
保
健
衛
生
だ
よ
り
）
ほ
け
ん
え
い
せ
い

(7)
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水田上区が建設大臣表彰

水田校区内を毎月 2回、空 き缶捨い

を続けている水田上区 (近本廣次区長

=93世帯)が 8月 の道路を守る月間で

建設大臣から感謝状 と記念の盾 を受け

られた。県内ではここだけ。11日 、近

本区長と池上尚司前区長が市長室 を訪

れ市長に報告 した。 〔写真上〕

ジャンボタニシが異常発生

下妻、古島、西牟田校区でジャンボ

タニシが異常発生 しています。

ジャンボタニシは、植付直後の水稲

を食べ、水稲を全滅させてしまいます。

(若い苗が被害が大 きい)

ジャンボタニシは、南米アルゼンチ

ンが原産地で台湾を経由して昭和56年

ごろ福岡県へ上陸。全県下へ広がって

います。繁殖力が旺盛で、年間10回 も

産卵 しますので、早急な駆除と被害対

策が望まれています。 〔写真下はジャ

ンボタニシ=中牟田で採取〕

IⅢ罐

(3)

昭和60年 10月 1日  378号

請
求
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

―

特
別
弔
慰
金

―

水
田
校
区
＝
十
月
二
十
五

・
二
十
六

・

二
十
八
日

水
洗
校
区
＝
十
月
二
十
九

・
三
十

・
三

十

一
日

下
妻
校
区
＝
十

一
月

一
・
三
・
五
日

古
島
校
区
＝
十

一
月
六

・
七
日

二
川
校
区
＝
十

一
月
八

・
九

・
十

一
日

西
牟
田
校
区
＝
十
二
月
十
二

・
十
二

・

十
四
日

國
受
付
場
所
　
福
祉
事
務
所
庶
務
係

請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉

事
務
所

（電
垂
占
〓
５

へ
。

体
）
で
は
、
野
町
区
に

「グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
野
町
」
の
愛
称
で
、
住
宅
金
融
公

庫
融
資
付
き
で
住
宅
分
譲
を
行
い
ま
す
。

醒
所
在
地
　
格現
後
市
大
字
野
町
六
八
二

番
二
外

鰻
分
譲
戸
数
　
十
五
戸

（
メ
ニ
ュ
ー
方

式
、
十
九
種
＝
四
Ｄ
Ｋ
～
六
Ｄ
Ｋ
）

鰻
建
物
面
積
　
八
七
～

一
〇
二
百

國
土
地
面
積
　
一
七
九
～
二
五
五
∬

園
分
譲
予
定
価
額
　
一
、
五
七
〇
万
円

～
二
、
三
五
〇
万
円

⑬
公
庫
融
資
予
定
額
　
七
三
〇
万
円
～

七
六
〇
万
円

國
生
協
日
―
ン
　
年
金
転
貸
＝
年
利
六

ど
、　
一
人
最
高
六
〇
〇
万
円
ま
で
、
公

庫
融
資
を
含
む
分
譲
価
額
の
八
〇
ど
ま

で

（労
働
金
庫
ロ
ー
ン
も
使
え
ま
す
）

醒
申
込
受
付
期
間
　
十
月
十
二
日
（土
）

か
ら
二
十

一
日

（日
）
ま
で

詳
し
く
は
、
県
住
宅
生
協
営
業
課

（

福
岡
市
中
央
区
天
神
五
丁
目
四
‐
十
二

電
話
〇
九

二

‐
七
七

一
‐
七

二
三
八

）

ま

で
。ご

存

じ

で

す

か

検

察

審

査

会

検
察
審
査
会
と
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺

・
傷
害
な
ど
の
犯
罪
を
告
訴
、
告
発

し
た
人
や
被
害
を
う
け
た
人
か
ら
検
察

官
が
犯
人
を
不
起
訴

（裁
判
に
か
け
な

い
）
処
分
に
し
た
の
は
納
得
で
き
な
い

と
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
検
察
官

の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
う

か
を
、
国
民
の
立
場
か
ら
審
査
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

審
査
の
申
し
立
て
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

審
査
の
申
し
立
て
手
続
き
な
ど
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
久
留
米
検
察
審
査
会

事
務
局

（久
留
米
市
篠
山
町

一
丁
目
二

一
番
地
、
裁
判
所
庁
舎
内
、
電
話
三
二

‐
五
三
八
七
）
ま
で
。

終
戦
四
十
周
年

に
あ
た

り
、
昭
和

六

十
年

四
月

一
日
現
在

で
公
務
扶
助
料
、

遺

族
年
金

な
ど

の
受
給
者

の

い
な

い
戦

没
者

な
ど

の
遺

族

に
、
特
別
弔
慰
金

（額

面
三
十

万
円
、
十
年
債
還

の
記
名
国
債

）

が
支
給

さ
れ
ま
す
。

該
当

さ
れ

る
方

は
、
次

の
日
程

に
よ

り
請
求

の
手
続

き
を

し

て
く
だ

さ

い
。

鰻
請
求
手
続
き

の
受
付

日

筑
後
校
区
＝
十
月

一
。
三

・
三
日

羽
犬
塚
校
区
＝
十
月
四

・
五

・
七

・
八

九
日

筑
後
北
校
区
＝
十
月
十

一
。
十
二

・
十

七
日

松
原
校
区
＝
十
月
十
八

・
十
九

・
二
十

一
日

古
川
校
区
＝
十
月
二
十
二
。
二
十
三

。

二
十
四
日

ｎ

ｖ削
万
円
ま
で
融
資
拡
大

1

―

勤
労
者
互
助
会
の
住
宅
資
金
―

詳
し
く
は
、
商

工
観
光

課

（
電
垂

‐

聖

〓
）
、
商

工
会

議
所

（
電
王

‐
≡

三

）

ま
た
は
地
区
労
働
組
合

（
電
垂

‐
蜜
益

）

ま

で
。勤

労
者
住
宅
を
分
譲

―

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
野
町

―

県
住
宅

生
協

（勤

労
者
福
祉
事
業

団

市
勤
労
者
互
助
会
の
住
宅
資
金
の
貸

付
限
度
額
が
八
月

一
日
か
ら

一
千
万
円

ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（改

正
前
は
五
百
万
円
）

こ
の
住
宅
資
金
は
、
市
勤
労
者
互
助

会

（市
、
商
正
会
議
所
、
地
区
労
働
組

合
で
設
立
）
が
中
少
企
業
で
働
く
市
内

の
労
働
者
の
た
め
に
つ
く
っ
た
資
金
で

住
宅
建
築
資
金
と
し
て
貸
し
付
け
ら
れ

ま
す
。
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我
が
国
は
平
均
寿
命

の
延
び
で
労
働
人
口
も

急
速
な
高
齢
化
を
迎
え

て
い
ま
す
。

職
業
安
定
所
に
求
職

を
申
し
込
む
人
の
四
分

の
一
は
高
年
齢
者
で
す

高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
企
業
に
と
っ
て
、
高

年
齢
者
の
豊
富
な
経
験

や
技
能
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。

国
や
県
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用

の
場
の
拡
大
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

雇
用
援
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
活
用
い
た
だ
き
、　
一
人
で
も
多

く
の
高
年
齢
者
を
雇
い
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
人
女
公
共
職
業
安
定

所

（電
話
　
八
女
③
六

一
人
八
）
ま

で
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

婦
人
大
学

（
１２
日
）
、
高
齢
者
講
座

（
９

ｏ
２５
日
）
、
乳
幼
児

学
級

（
１
日
）
、

手
芸
講
座

一
部

（
１

・
１５
日

）
、
手
芸

講
座

二
部

（
８

・
２２
日

）
、
料

理
講
座

一
部

（
１６
日
）
、
料

理
講
座

二
部

（
２

・

・６
日

）
、
健
康
美
容

体
操
講
座

（
７

・

・４

・
２．

．
２８
日

）
、
社
交
ダ

ン
ス
講
座

（
１

・
８

ｏ
ｌ５

・
２２

・
２９
日
）

高齢者活かす雇用の新時代
―-10月 は高年齢者雇用促進月間です――

市

民

体

育

祭

に

参

加

し

よ

う

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
市
で
は
、
体

育
の
日

（十
月
十
日
）
に
羽
犬
塚
中
学

校
で
市
民
体
育
祭
を
行
い
ま
す
。

千
五
百
財
走
、
八
百
房
リ
レ
ー
な
ど

数
多
く
の
種
目
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人
百
房
リ
レ
ー
は
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
、
行
政
区
な
ど
の
チ
ー
ム
で
出
場

で
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。申

し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

教
育
課
体
育
係
（電
五
三
‐
二
五

一
六
）

ま
で
。郷

土

史

を

学

び

ま

せ

ん

か

社
会
教
育
課
で
は
、
次
の
と
お
り
郷

土
史
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。奈

良

。
平
安

・
鎌
倉

・
室
町
時
代
の

日
本
と
郷
土
史
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

⑮
と
き
　
十

一
月
九
日

（
土

）
、
十

六
日

（
土

）
午
後

二
時
～
四
時

国
と

こ
ろ
　
勤

労
婦

人
セ

ン
タ
ー

鰻
講
師
　
八
女
高
等
学
校
　
松
崎
英

一

教
諭

餞
申
込
締

切
　

十
月
二
十

一
日

（
木

）

ま

で
に
社
会

教
育

課

（
電
五
三

‐
二
五

三

Ｃ

へ
。
定
員

（
二
十
五
人

）
に
な

り
次
第
締

め
切
り
ま
す

⑮
受
講
料
　
無
料

万

年
山

に
登

ろ
う

１１
月
３
日

市
民
ハ
イ
ク

社
会
教
育
課
で
は
、
十

一
月
二
日
に

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
今
年

は
万
年
山
で
す
。

申
し
込
み
は
、
十
月
十
四
日
か
ら
、

定
員

（九
十
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
会
費
三
千
円
が
必
要
で
す
。

希
望
者
は
、
社
会
教
育
課

（電
五
三

‐
二
五

一
六
）
ま
で
。

無
料
（巡
回
）
法
律
相
談

法
律
扶
助
協
会

で
は
、
弁
護
士

に
よ

る
無
料

（
巡
回

）
法
律
相
談
会
を

開
き

ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ

い
。

國
と
き
　
十
月

二
十

一
日

（
月
）
午
前

十
時

か
ら
午
後

三
時

ま
で

国
と

こ
ろ
　
老

人
福
祉

セ

ン
タ
ー

（市

役
所

の
裏

）

問

い
合

わ

せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
電
五

二

十
二
九

六
九

）

へ
。

１０
月
は
郵
便
貯
金
月
間

毎
年
十
月
は
、

「豊
か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
月

間
」
で
す
。

郵
便
貯
金
は
、
手
軽
で
確
実
な
貯
蓄

手
段
と
し
て
皆
さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら
し

の
安
定
の
た
め
に
、
ま
た
郵
便
貯
金
と

し
て
集
め
ら
れ
た
資
金
が
身
近
な
と
こ

ろ
で
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

8月 の人の動き――

出 生    41人

死 亡    30人

人口計 43,324人

(前月より10人増 )

男    20,684人

女   22,640人

世帯数 11,356戸
住民基本台市長から

一

8月 の交通事故状況

発生作数 32件 (221)

負傷者数 40人 (283)

死亡者数  0人 (2)

※ ( )内 は1月 から8

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は83日

(8月 31日 現在)

筑後市交通安全対策協議会資料

↑

査
工
魚
ュ
舞

警

い

番

毎
い

（
■

番

い

希
）と
い

■
「
１
翅

腕
碑  |

空き缶拾いキャンペーン

市PTA連 合会母親部会 (瀬戸 さき

み部会長)の 代表13人は 9日 、市教育

委員会と市内各小 。中学校 を訪れ、「子

どもに自然を愛 し、物 を大切にする心

を育てよう」 と「空 き缶拾い」 を申し

入れ、空 き缶拾い用のビニール袋6000

枚を配った。 〔写真上は市教育委員会

玄関前で〕

コイ250匹 をお諏訪さんの池ヘ

国際ライオンズ筑後 クラブ (田 中要

会長、71人 )は 1日 、停車場区内の諏

訪神社境内の池にコイ約 250匹 を寄贈

放流 した。 〔写真下〕

これは、停車場区明るい社会を築く

運動推進協議会 (代表、権藤喜代志区

長)が数年前から池の清掃をし、毎年

約 100匹 を放流し、環境美化を図って

いることにライオンズクラブカ湘 力し

てコイを贈ったもの。

↑
拿
み
農
花

(9)
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家
庭
と
文
化
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―ル均理対〕け】発二隣しノヾ０一‐管　　　時）にはィ変のム手ガ子．）　
　
繰痢戦輔蝉髪みんなが認めてい　　嗽ネ鳴像稀囃麻船離方ギ坤抑たっ

が
た
ち
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
何
事
　
　
　
一
方
、
出
来
た
て
の
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
　
　
ち
の
真
剣
な
眼
、
何
事
に
も
あ
の
フ

ん台★Ａ富，Ｃ★算廻躍　　　　　難れ辮ф陣嘲い〕拘↓瘍晰喘鴫　　晦嘩講樹醐辞職」織銀裁″特噺　　け増【無弊許拗静隊節れ御没獅

カットは、絵画グループ「泉」

野田 勝子さん(羽犬塚)

部
員
は
六
年
生
十
二
人
、
五
年
生

十
人
、
四
年
生
十
二
人
の
計
二
十
六

人
で
す
。
写
真
が
カ
ラ
ー
で
な
い
の

が
残
念
で
す
が

ユ
ニ
ホ
ー
ム
上

下
、
ソ
ッ
ク
ス

ハ
チ
マ
キ
ま
で

黄
色
で
バ
ッ
チ

リ
と
決
め
、
コ

―
卜
の
中
を
動
き
回
り
、
全
国
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
で
は
県
大
会

二
回
戦
進
出

・
市
内
大
会
は
優
勝

（五
年
生
は
三
位
▼

福
岡
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
は
決
勝
進
出

・

久
留
米
近
圏
大
会
は
パ
ー
ト
準
優
勝

な
ど
大
活
躍
。
め
ざ
ま
し
い
上
達
ぶ

り
で
す
。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑬

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

「筑
後
北
小
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」

チ
ー
ム
を
率
い
る
の
は
、　
一
条
区
で

自
営
業
を
営
む
中
村
博
仁
監
督
で
す
。

温
厚
な
方
で
す
が
、
バ
レ
ー
の
こ

育
館
に
は
い
つ

も
最
初
に
来
て

子
ど
も
た
ち
を

迎
え
、
練
習
中

の
参
加
、
試
合
ご
と
の
応
援

（歯
ぎ
し
り
し
た
り
、
は
れ

る
程
拍
手
を
し
た
り
、
ま
る

と

に
な

る
と
闘

　
　
で
自
分
た
ち
が
試
合

し
た

み

志
満

々
で
、
体
　
　
た

い
に
疲
れ
る
ね
と
大
笑

い
）

に
は
き
び
し
い
声
が
飛
び
、
時
に
は

愛
の
ム
チ
も
―
―
。

（影
で
は

「鬼

監
督
」
の
声
も
…
…
゛
で
も
日
曜
日

ご
と
の
練
習
に
、
週
二
回
夜
の
練
習

を
加
え
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
や
父

兄
と
話
し
合
い
の
う
え
、
全
員
一
致

で
ふ
み
き
っ
た
の
も
、
中
村
監
督
の

親
以
上
の
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
と

そ
ん
な
中
で
、
子
ど
も
と

大
人
も
和
気
あ
い
あ
い
の
良

い
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

何
ご
と
に
も
フ
ァ
イ
ト

練
習
ご
と
、
試
合
ご
と
に

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
と
ま
わ

り
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
レ
ー
チ
ー
ム
を
通
じ
て

の
体
験
は
、
巣
立
っ
て
か
ら

い
つ
か
は
大
き
な
自
信
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
に
か
え
っ

鬱 醇誠脇迎

〔児童向き〕 団やすいすえこ「だ

いきらいだいすき」 団岡田昌子

「はっぱのてがみ」 団イエンセン

「ザラザラくん、どうしたの?」 団桂

雄三「季節はなぜかわるか」 団増

田富士雄「宇宙へのたび」 口遠藤

一夫「じゃがいもとさつまいも」

団宮川ひろ「先生のこどもになりた

い日」 団山下夕美子「二年二組の

ひみつ」 団バーネット「小公女」

〔一般向き〕 団水尾比呂志「装飾

古墳」 団日下公人「21世紀は女性

の時代」 団内田義彦「読書と社会

科学」 団森南海子「家族を想う」

団鈴木和年「愛染かつらとニッポン

人」 口宇野義方「敬語をどのよう

に考えるか」 団三浦哲郎「自夜を

旅する人 」々 団阿刀日高「危険信

号」 団開高健「風に訊け」

〔日曜開館日〕 6日 20日

舞
翼

／

・

,

Ⅷ

小
。中
学
生
の
人
権
作
文
集

「生
き
る
」
か
ら

学

校

の

か
え
り
み
ち
の
こ
と

二
川
小
　
一
年

武
富
　
ひ
ろ
み

わ
た
し
た
ち
が
、
学
校
か
ら
か
え
っ
て

い
る
と
き
男
の
人
た
ち
が
、
「は
よ
い
け
は

よ
い
け
」
と
い
い
ま
し
た
。

Ａ
子
ち
ゃ
ん
が
と
う
と
う
な
き
だ
し
ま

し
た
。
Ａ
子
ち
ゃ
ん
が
、
「な
ん
ね
。
あ
ん

た
た
ち
、
は
よ
か
え

っ
て
よ

」。

と
い
い
ま

し
た
。
男
の
人
た
ち
が
、
「ち
び
。
ち
び
」

と
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
バ
カ
と
か
ア
ホ
と
か
い
い

た
か
っ
た
け
ど
、
男
の
人
た
ち
は
つ
よ
い

の
で
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ
子
ち
ゃ
ん
は
歩
く
の
が
お
そ
い
か
ら

い
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
Ａ

子
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
か
え
り
ま
し
た
。

差別をなくそう④

(10)


